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以上に示した表４からも理解できるように、
各時代において或は地域において武士に大き
な影響を与えたとされる武士道書であり、同
じ士道論の思潮であるにも拘らず、それぞれ
の史料にみられる宗教的性格は儒教を基幹と
しながらも違いがみられる。また、それぞれ
の史料にみられる著者の狙いや目的にも変化
がみられる。
傾向として、武士の修身を目的としたバイ
ブル的書物であった各史料ではあるが、泰平
の世が進むにつれて、武士に求められるもの
の内容が変化し、教示的内容が矮小化されて
きていると考えられる。
各史料にみられた死生観の特徴を踏まえ、
士道論に限定してではあるが、表４にも示し
た各々の史料から読み取れる「宗教的性格」
や著者の求めた「教示的内容の変化」が時代
的特殊性として考えられる。
Ⅶ．今後の課題
本研究では、武士道思想における士道論に
限定したなかで、さらに代表的な各史料に焦
点をあてるに留まったため、それぞれの史料
における特徴は取り上げることはできたが、
それらをもとに時代的特殊性を明確にするま
でには至らなかった。それぞれの時代の研究
対象とする史料を増やし、比較・考察をおこ
なうことは今後の課題としたい。
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